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当
組
合
は
第
8
回
通
常
総
代
会
を

8
月
10
日
午
後
2
時
よ
り
、
大
阪
府
農

林
会
館
講
堂
に
お
い
て
大
阪
府
の
小

河
保
之
副
知
事
、
河
内
長
野
市
の
芝
田

啓
治
市
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓

を
お
迎
え
し
、
総
代
数
2
4
6
名（
定

数
2
5
0
人
の
う
ち
欠
員
4
名
）
中

1
8
9
名（
内
委
任
状
62
名
）
の
出
席

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

提
出
議
案

「
第
1
号
議
案
　
平
成
20
年
度
事
業
報

告
書
、貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
及
び

剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て
」

「
第
2
号
議
案
　
平
成
21
年
度
事
業
計

画
の
設
定
に
つ
い
て
」

「
第
3
号
議
案
　
平
成
21
年
度
借
入
金

の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て
」

「
第
4
号
議
案
　
平
成
21
年
度
余
裕
金

預
け
入
れ
先
の
決
定
に
つ
い
て
」

「
第
5
号
議
案
　
定
款
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」

「
第
6
号
議
案
　
役
員
の
補
欠
選
任
に

つ
い
て
」

「
第
7
号
議
案
　
役
員
報
酬
の
決
定
に

つ
い
て
」

「
第
8
号
議
案
　
役
員
退
任
慰
労
金
の

支
給
に
つ
い
て
」

以
上
8
議
案
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
・
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
代
表
理
事
組
合
長
に

古
川
光
和
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

前
組
合
長
の
死
去
に
よ
り
本
年
3
月

か
ら
空
席
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
組
合

長
に
つ
い
て
、
第
8
回
通
常
総
代
会
に

お
い
て
理
事
の
補
欠
選
任
を
行
い
、
総

代
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
8

月
11
日
付
に
て
古
川
光
和
代
表
理
事
組

合
長
の
就
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
運
営
の
強
化
を
は
か
る

た
め
常
勤
役
員
と
し
て
竹
中
正
一
専
務

理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。併
せ
て
多

角
化
す
る
組
合
事
業
の
展
開
や
中
長
期

的
な
組
合
運
営
に
つ
い
て
、
専
門
的
な

立
場
か
ら
組
合
運
営
に
参
画
し
て
い
た

だ
く
必
要
性
か
ら
栗
本
修
滋
理
事
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
森
林
組
合
役
員
人
事

●
代
表
理
事
組
合
長

　

古
川　

光
和（
非
常
勤
）

●
専
務
理
事

　

竹
中　

正
一（
常
勤
）

●
理　
　

事

　

栗
本　

修
滋（
学
識
経
験
者・非
常
勤
）

8
月
10
日
大
阪
府
森
林
組
合

第
8
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

なんばパークスにてイベント開催………………………6
「長期優良住宅」の第 1 棟目を着工… ……………………6

森林観光センターだより…………………………………7
大阪市内に大阪府産材製品を積極的に設置……………7
林業技術・安全作業講習会のお知らせ…………………8
木材市況……………………………………………………8
日々活躍　組合職員紹介…………………………………8

橋下大阪府知事に就任挨拶を行う古川組合長

組
合
長
就
任
挨
拶

　

平
成
13
年
10
月
、府
内
16
の
森
林
組
合
が
広
域
合

併
し
発
足
し
た
大
阪
府
森
林
組
合
の
初
代
組
合
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
皆
様
方
の
推
挙

を
受
け
再
度
、代
表
理
事
組
合
長
の
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
古
川
光
和
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
並
び
に
森
林
組
合
を
め
ぐ
る
情
勢
は

厳
し
さ
を
増
す
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、微
力
な
が
ら

大
阪
府
・
市
町
村
・
関
係
機
関
の
ご
指
導
を
得
て
森

林
組
合
発
展
の
た
め
尽
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
組
合
員
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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科 目 内 訳 小 計 合 計 科 目 内 訳 小 計 合 計
（資産の部） （負債の部）

流動資産 流動負債
現金・預金 1,000,120,179 買掛金 1,706,279
さきもり基金 507,113,689 未払金 244,971,367
受取手形 20,341,492 預り金 14,153,180
売掛金・未収金 185,616,727 前受金 5,706,000
　上記 2 項目の小計 205,958,219 その他 22,316,979
　　貸倒引当金 △ 8,536,000 197,422,219 基金預り金 504,000,000
たな卸資産 19,627,457 組合拠出金 △ 88,100,000 415,900,000
その他 7,742,131 1,732,025,675 流動資産合計 704,753,805

流動資産合計
固定資産 固定負債
有形固定資産 940,282,539 農林漁業資金借入金 35,316,617
　減価償却累計額 △ 501,077,675 439,204,864 林構施設借入金 130,613,528
無形固定資産 1,519,014 預り保証金 10,412,500

退職金給付引当金 210,192,269
外部出資 役員退任慰労引当金 13,174,554
系統出資金 35,720,000 その他引当金・積立金 513,140,207
系統外出資金 18,494,480 固定負債合計 912,849,675
外部出資金合計 54,214,480 負債合計 1,617,603,480

（資本の部）
その他の固定資産 出資金 204,352,000
農林業業資金貸付金 35,316,617 出資金合計 204,352,000
　　貸倒引当金 △ 1,464,000 剰余金
その他 5,000,000 準備金・積立金 316,273,935
その他の固定資産 38,852,617 当期末処分剰余金 127,587,235

剰余金合計 443,861,170
固定資産合計 533,790,975 資本合計　　 648,213,170

資産合計 2,265,816,650 負債・資本合計 2,265,816,650

科 目 小 計 合 計
Ⅰ事業総損益
　　1. 収益 2,271,923,747
　　2. 費用 1,716,580,773
　　事業総利益 555,342,974
Ⅱ事業管理費
　　1. 人件費 314,367,056
　　2. 旅費交通費 12,707,516
　　3. 事務費 11,302,745
　　4. 業務費 11,625,616
　　5. 諸税負担金 29,410,091
　　6. 施設費 127,867,001
　　7. 雑費 37,343
　　事業管理費計 507,317,368
　　事業利益 48,025,606
Ⅲ事業外損益
　　1. 事業外収益 13,528,653
　　2. 事業外費用 9,739,444
　　事業外損益 3,789,209
　　経常利益 51,814,815
Ⅳ特別損益
　　1. 特別利益 7,481,033
　　2. 特別損失 7,218,001
　　特別損益 263,032
Ⅴ利益剰余金
　　税引前当期剰余金 52,077,847
　　法人税及び住民税額 19,000,000
　　当期剰余金 33,077,847
　　前期繰越剰余金 94,509,388
　　当期未処分剰余金 127,587,235

部 門 別 費 用 収 益 損 益
指 導 部 門 4,791,370 3,035,098 △ 1,756,272
販 売 部 門 223,551,216 242,666,456 19,115,240
加  工  部  門 115,210,019 120,670,161 5,460,142
森林整備部門 1,373,028,168 1,905,552,032 532,523,864
合 　 　 　 計 1,716,580,773 2,271,923,747 555,342,974

摘 要 積算内訳 小 計 合 計
Ⅰ当期未処分剰余金 127,587,235

Ⅱ剰余金処分額
　　1. 法定準備金 当期剰余金の1/5以上 10,000,000
　　2. 特別積立金 20,000,000 30,000,000

Ⅲ次期繰越剰余金 97,587,235

平成20年度決算報告

貸借対照表（平成21年5月31日現在）

損益計算書（平成20年6月1日〜平成21年5月31日） 部門別損益計算書

平成20年度余剰金処分案

（単位：円）

1. 受取手形の割引高は 0 円である。
2. 受取手形の裏書譲渡高は 0 円である。

（単位：円）
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１ 

運
営
の
基
本
方
針

　

国
・
府
の
各
種
事
業
を
活
用
し
間
伐
・

路
網
開
設
と
い
っ
た
森
林
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
川
下
の
団
体
・
企
業
と

の
連
携
を
深
め
、
府
内
産
木
材
の
新
た

な
販
路
拡
大
に
努
め
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
健
全
な

森
林
づ
く
り
を
通
じ
て
組
合
員
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
組
織
づ
く
り
と
左
記
の
重

点
取
組
事
項
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

各
支
店
の
重
点
取
組

○
豊
能
支
店

　

◦�

里
山
林
再
生
に
よ
る
有
効
利
用
と

獣
害
対
策

　

◦�

間
伐
材
の
買
取
強
化
と
搬
出
利
用

　

◦��

高
耐
久
化
防
腐
処
理
木
材〈
O
&
D

ウ
ッ
ド
〉
の
販
売

○
三
島
支
店

　

◦��

森
林
土
木
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推

進
（
高
度
化
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

◦��

木
質
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
事
業
へ
の

取
組
み

　

◦�

高
槻
森
林
観
光
セ
ン
タ
ー
の
再
整

備

　

◦�

地
籍
調
査
事
業
の
加
速
化

　

◦��

ア
ド
プ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
事
業
の
推

進

○
南
河
内
支
店

　

◦��

各
種
事
業
の
導
入
に
よ
る
組
合
員

所
有
森
林
の
整
備
の
推
進

　

◦��

「
長
期
優
良
住
宅
」
モ
デ
ル
事
業

の
取
組
と
お
お
さ
か
河
内
材
の
普

及
啓
発
と
利
用
促
進

　

◦�

「
河
内
林
業
」
の
後
継
者
育
成

　

◦��

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
地

域
林
業
の
振
興
へ
の
取
り
組
み

○
泉
州
支
店

　

◦�

保
安
林
指
定
に
よ
る
事
業
導
入

　

◦�

木
材
加
工
品
の
販
売
促
進

　

◦�

特
殊
伐
採
業
務
の
推
進

○
木
材
総
括
本
部

　

◦�

機
械
化
林
産
事
業
の
推
進

　

◦��

河
内
長
野
木
材
加
工
所
、
木
材
共

販
事
業
の
運
営
改
善

　

◦��
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
業
と
の
連
携
に

よ
る
間
伐
材
利
用
の
推
進

○
本
店

　

◦��

営
業
体
制
の
強
化
と
新
た
な
木
材

利
用
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

　

◦��

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
関
連
事
業

の
推
進

２ 

指
導
部
門

　

多
様
な
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
地
区
林
業
推
進
協
議
会
な
ど
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
で
林
業
経
営
指
導

に
努
め
る
。

①�

機
関
紙
「
大
阪
し
ん
り
ん
く
み
あ
い

通
信
」
を
年
２
回
発
行
し
情
報
提
供

を
行
う

②�

地
域
林
業
振
興
の
た
め
、
各
市
町
村

別
に
組
織
す
る
地
区
林
業
推
進
協
議

会
を
運
営
し
地
区
活
動
の
活
性
化
を

図
る

③�

林
業
経
営
指
導
に
役
立
て
て
い
く
た

め
に
モ
デ
ル
団
地
化
を
進
め
、
木
材

搬
出
の
効
率
化
を
推
進
し
て
い
く

④�

講
習
会
を
地
域
で
開
催
し
、
組
合
員

に
安
全
で
正
し
い
知
識
と
技
術
を
修

得
す
る
機
会
を
設
け
る

３ 

販
売
部
門

　

組
合
の
根
幹
事
業
で
も
あ
り
、
機
械

化
林
産
に
よ
る
木
材
生
産
か
ら
建
築
事

業
ま
で
川
上
か
ら
川
下
ま
で
一
貫
し
て

取
り
組
め
る
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

す
。

　

ま
た
、合
板
、チ
ッ
プ
等
大
手
企
業
と

の
協
定
に
よ
り
市
場
・
流
通
コ
ス
ト
を

削
減
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

①�

機
械
化
林
産
で
企
業
と
の
協
定
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
の
取
り
組
み
を
進
め
、

府
内
唯
一
の
原
木
市
場
の
運
営
に
努

め
る

②�

「
長
期
優
良
住
宅
モ
デ
ル
の
家
づ
く

り
」を
推
進
し
、新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

４ 

加
工
部
門

　

府
内
の
森
林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材

を
創
意
工
夫
の
も
と
製
材
加
工
し
、
土

木
・
建
築
用
資
材
と
し
て
販
売
す
る
よ

う
に
努
め
る
。

①�

河
内
長
野
木
材
加
工
所
（
ウ
ッ
ド

べ
ー
ス
か
わ
ち
な
が
の
）

　

�

お
お
さ
か
河
内
材
の
特
徴
を
生
か
し
、

「
長
期
優
良
住
宅
」
の
主
要
部
材
や

葉
枯
ら
し
乾
燥
材
な
ど
環
境
に
優
し

く
付
加
価
値
の
高
い
商
品
の
生
産
に

平
成
21
年
度
事
業
計
画

部 門 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 8,000 3,532 △ 4,468

販 売 部 門 203,200 222,907 19,707

加 工 部 門 128,602 159,710 31,108

森林整備部門 1,234,800 1,695,098 460,298

合 計 1,574,602 2,081,247 506,645

Ⅰ . 事業総利益…………………………………………………506,645

Ⅱ . 事業管理費…………………………………………………492,000

Ⅲ . 事業外損益……………………………………………………… 60

Ⅳ . 特別損益……………………………………………………………0

Ⅴ . 利益剰余金（税引前剰余金）… ………………………… 14,705

平成21年度損益計画書
1 部門別損益計画 2 事業総損益（単位：千円） （単位：千円）

取
り
組
む
な
ど
経
営
改
善
に
努
め
る

②�

高
槻
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー

　

�

公
共
工
事
に
使
用
す
る
木
材
の
加
工

及
び
施
工
に
加
え
て
、
緑
化
資
材
な

ど
の
製
品
加
工
に
取
り
組
む

③
能
勢
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー

　

�

府
内
産
木
材
の
丸
棒
生
産
、
販
売
を

行
う
と
と
も
に
、「
Ｏ
＆
Ｄ
ウ
ッ
ド
」

の
取
扱
い
を
強
化
し
、
公
共
土
木
工

事
な
ど
に
向
け
た
営
業
活
動
を
積
極

的
に
進
め
る

④
そ
の
他

　

�

製
材
品
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
を
初
め
特

徴
あ
る
木
材
の
加
工
を
行
う
な
ど
木

材
の
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
販
売
を

展
開
す
る

５ 

森
林
整
備
部
門

　

国
・
府
の
各
種
事
業
の
導
入
に
よ
る

府
内
の
森
林
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
木
材
の
搬
出
に
つ
な
げ
る
た
め
作

業
路
な
ど
の
路
網
整
備
を
進
め
る
。
新

た
な
木
材
利
用
方
策
で
あ
る
木
質
バ
イ

オ
コ
ー
ク
ス
事
業
等
に
関
し
て
、
各
種

の
補
助
制
度
や
採
算
性
等
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

①
森
林
整
備

　

◦��

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

業
の
計
画
的
な
推
進

　

◦��

公
共
造
林
事
業
及
び
補
助
事
業
の

推
進
に
よ
る
森
林
整
備
の
推
進

　

◦��

府
、
市
町
村
に
お
け
る
森
林
整
備

受
託
事
業
の
円
滑
執
行

②
利
用

　

◦��

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や

緑
化
事
業
の
推
進

　

◦��

森
林
土
木
事
業
、
森
林
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
と
連
動
し
た
森
林
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
の
推
進

　

◦��

地
籍
調
査
事
業
、
林
地
境
界
確
定

事
業
な
ど
の
推
進

　

◦��

各
公
共
施
設
の
維
持
管
理
・
運
営

の
受
託
の
推
進

　

◦�

緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
推
進

　

◦��

緑
の
雇
用
担
い
手
育
成
対
策
事
業

の
推
進

③
購
買

　

◦��

優
良
苗
木
、
林
業
用
機
械
、
林
業

用
具
の
販
売

　

◦��

日
曜
林
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
に
対
応
し
た
作
業
着
や
道
具
な

ど
の
販
売

④
金
融

　

◦��

農
林
公
庫
資
金
の
有
効
な
活
用
を

図
る

　

◦��

現
借
入
金
（
転
貸
資
金
）
の
償
還

事
務
を
行
う

　

◦��

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
事

務
取
扱
い
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近
年
、
国
土
の
保
全
、
地
球
温
暖
化

の
防
止
、
生
物
多
様
性
の
確
保
な
ど
の

森
林
の
果
た
す
多
様
な
機
能
の
発
揮
に

対
す
る
府
民
の
要
請
が
高
ま
っ
て
き
て

お
り
、
多
様
で
豊
か
な
森
林
の
保
全
・

整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
府
内
の
森
林
は
２
７
，

０
０
０
h
a
を
超
え
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
を
中
心
に
量
的
な
充
実
期

を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
林
業
の
採

算
性
の
低
下
や
担
い
手
の
高
齢
化
な

ど
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
が
厳
し
い
中
、
森
林
所
有
者
の
間
伐

等
の
施
業
意
欲
は
減
退
し
、
放
置
さ
れ

て
い
る
森
林
が
増
加
し
て
き
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を

踏
ま
え
平
成
19
年
8
月
に
「
放
置
森
林

対
策
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
荒
廃
し

た
森
林
に
よ
る
公
益
的
機
能
の
低
下
を

防
止
し
、
良
好
な
状
態
で
維
持
し
て
い

く
た
め
間
伐
の
重
点
的
な
実
施
等
「
大

阪
の
森
林
再
生
」
を
目
指
し
た
対
策
を

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

府
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、今
般
、国
の
経
済

緊
急
対
策
と
し
て
総
額
1
，2
3
8
億

円
の
規
模
で
創
設
さ
れ
る
「
森
林
整
備

加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
」
を
活
用
し
、

今
年
度
か
ら
三
年
間
集
中
的
に
、
間
伐

の
実
施
や
路
網
整
備
、
木
材
加
工
流
通

施
設
の
整
備
な
ど
、
川
上
側
か
ら
川
下

側
ま
で
関
係
す
る
事
業
主
体
が
連
携
し

た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
、
森
林
所
有
者
の
負
担
の
な
い
有
利

な
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
組
合

と
し
て
も
積
極
的
に
導
入
し
、「
森
づ

く
り
促
進
積
立
金
」
の
活

用
に
合
わ
せ
、
森
林
の
適

正
な
保
全
管
理
と
、
間
伐

材
の
有
効
利
用
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
は
、
別
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
間
伐
や
、
作
業

路
網
の
整
備
な
ど
要
望
に

つ
い
て
、
最
寄
り
の
支
店

ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

事業メニュー 補助率

1 間伐
◦�市町村が策定する「特定間伐等促進計画」に基づ

く間伐に対する支援
定額　　250 千円 /ha 以内

2 路網整備
◦�大阪府が定める「森林機能再生重点地域」等で行

う簡易で耐久性の高い作業道等の開設に対する支
援（幅員 3.0 ｍ以下）

定額	 中核作業道	 50 千円 /m 以内
	 基幹作業道	 14 千円 /m 以内
	 作業路	  2 千円 /m 以内

3 里山再生対策
◦�里山再生のための獣害対策整備や侵入竹除去等に

対する支援

定額	 里山再生	 500 千円 /ha 以内
	 獣害対策	 800 千円 /ha 以内

4 森林境界の明確化
◦�間伐等の実施に必要な森林境界の明確化に対する

支援
定額	 45 千円 /ha 以内

5 高性能林業機械等の導入
◦高性能林業機械等の導入に対する支援

1/2 以内

6 木材加工流通施設等整備
◦�地域材の利用拡大を目的とした木材加工施設等の

整備（製材合板、燃料チップ等）に対する支援
1/2 以内

7 間伐材安定供給コスト支援
◦�燃料用のチップやペレットの加工業者が間伐材の

安定取引協定を締結し、間伐材を伐採・搬出・運
搬等コストに見合う価格で安定的に買い取る取組
に対する支援

定額	 3000 円 /㎥以内
※補助は最大２年間で、2 年目は半額

8 その他
◦�木造公共施設等整備、木質バイオマス利用施設等

整備、流通経費支援、特用林産施設整備、利子助成、
地域材利用開発等に対しても支援

林業・木材産業改善資金のご案内
あなたのチャレンジを大阪府がサポートします!

「林業・木材産業改善資金」は、
事業者の皆さんが創意工夫を活かした様々な取組みに必要な資金を

無利子で借り受けることができる制度です。

■詳しくは下記へお問い合わせください。
●お近くの大阪府農と緑の総合事務所（池田分室・北部・中部・南河内・泉州）
●大阪府みどり・都市環境室、農政室農業協同組合課
　大阪府代表 TEL 06-6941-0351

■大阪府ホームページでもご覧いただけます
http://www.pref.osaka.jp/midori/ringyo/index.html

森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

■間伐の実施

1m当り2,000円の定額助成　幅員3.0ｍ以下

1haあたり25万円の定額助成

■作業路の開設

新しい事業を始めるために機械・施設を導入したい!

林産物の新たな生産・販売方法を取り入れたい !

林業従事者の確保のために働く環境を整えたい !
など

大 阪 府 か ら の お 知 ら せ

　近年の著しい木材価格の下落により、間伐による収入が得られなかったり、
皆伐して収入は得たものの再造林の為の資金が捻出できなかったり、林業経
営は非常に厳しい状況にあります。
　森林整備のための補助事業を活用した場合、国・府・市町村から補助金が交
付されるものの、所有者負担金が必要となるなど、多くの森林所有者が森林整
備の意欲をなくしてしまっているのが実情です。
　このような状況を鑑み、昨年度の決算を踏まえ、「森づくり促進積立金」を創
設し、間伐材の利用を推進するため組合員からの間伐材の買取や当組合への
委託により間伐や造林等を進める際、
組合から助成する制度を設けました。
　平成20年度末に積立てた「森づくり
促進積立金」の額は1500万円であり、こ
の積立金の範囲内での助成となります。
　詳細につきましては、最寄の支店ま
でお問い合わせくださいますようお願
いいたします。

新設『森づくり促進積立金』を
ご利用ください
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チ
ェ
ン
ソ
ー
を
持
っ
て
山
へ
入
る
…

林
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
非
常
に
厳
し

い
中
、
そ
う
い
う
方
が
近
年
非
常
に
減

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
結
果
、
最
近
ま
で
活
躍
し
て
い
た

チ
ェ
ン
ソ
ー
が
家
で
眠
っ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

使
用
後
、
手
入
れ
を
し
な
い
ま
ま
の

保
管
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
ダ
メ
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。
必
ず
手
入
れ
を
し
て
保
管

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

豊
能
支
店
で
は
、
毎
年
秋
の
イ
ベ
ン

ト
で
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
無
料
点
検
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
長
期
間
使
用
せ
ず
動

か
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
目
立
て
の
仕

方
が
良
く
わ
か
ら
な
く
て
切
れ
味
が
悪

い
チ
ェ
ン
ソ
ー
…
な
ど
、
当
組
合
ス
タ

ッ
フ
が
で
き
る
限
り
点
検
整
備
い
た
し

ま
す
。

　

毎
年
、
大
変
好
評
で
多
く
の
方
が
お

持
ち
に
な
ら
れ
ま
す
。
目
立
て
だ
け
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
年
に
一
度
の
こ

の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

　

た
だ
し
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
は
多
種
多
様

な
も
の
が
あ
り
、
部
品
交
換
を
伴
う
等

の
修
理
の
お
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

三
島
支
店
管
内
の
人
工
林
は
、
昭
和

40
年
代
以
降
に
造
林
さ
れ
た
若
齢
林
が

ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
下

刈
や
枝
打
ち
、
切
捨
間
伐
等
の
保
育
施

業
を
中
心
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
25

年
生
か
ら
45
年
生
が
主
な
林
齢
層
で
あ

り
、
今
後
は
間
伐
を
積
極
的
に
進
め
る

と
と
も
に
生
産
さ
れ
た
間
伐
材
を
有
効

に
活
用
す
べ
く
、
南
河
内
地
域
に
続
い

て
作
業
路
開
設
・
機
械
化
林
産
事
業
を

導
入
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

三
島
支
店
で
は
森
林
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
搬
出
す

る
価
値
の
な
か
っ
た
低
級
材
を
ペ
レ
ッ

ト
や
現
在
計
画
中
の
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス

な
ど
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
す
る
他
地
域
に

な
い
林
産
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、間
伐
と

間
伐
材
利
用
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
事
業
は
、
森
林
の
健

全
化
・
良
質
材
育
成
が
一
番
の
目
的
で

す
。
そ
の
た
め
、
先
進
的
な
優
良
林
産

地
や
作
業
路
開
設
地
を
見
学
し
、
指
導

も
受
け
な
が
ら
三
島
支
店
の
森
林
に

合
っ
た
作
業
シ
ス
テ
ム
を
追
求
し
て
い

き
ま
す
。

　

林
産
事
業
を
成
り
立
た
す
た
め
に

は
、
集
約
的
に
作
業
を
行
う
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
当
面
、
人
工
林
の
多
い
高

槻
市
域
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、今
後
、施
業
の
団
地
化
を
す
す

め
る
候
補
地
を
中
心
に
施
業
提
案
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

泉
州
支
店
で
は
以
前
よ
り
レ
ー
ザ
ー

で
彫
刻
加
工
を
施
し
た
木
製
品
の
販
売

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
支
店
の
ウ
ィ
ン
ド
を
活
用
し

て
レ
ー
ザ
ー
加
工
の
商
品
を
展
示
し
て

お
り
、
通
り
が
か
り
の
お
客
様
か
ら
も

注
文
を
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

関
係
機
関
か
ら
も
好
評
で
間
伐
材
を
使

用
し
た
卓
上
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
や
看
板

等
の
受
注
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
こ
の
度
ご
注
文
を
頂

き
ま
し
た
大
型
看
板
を
紹
介
し
ま
す
。

看
板
は
和
泉
市
内
に
あ
る
落
雷
除
け
、

耳
鳴
り
や
難
聴
な
ど
耳
の
病
気
に
も
平

癒
の
ご
利
益
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

お
寺
、
西
福
寺
に
設
置
し
ま
し
た
。
看

板
の
屋
根
に
は
銅
板
を
使
用
し
周
囲
に

溶
け
込
む
よ
う
な
作
り
と
な
っ
て
お
り
、

文
字
の
彫
刻
も
仕
上
が
り
綺
麗
で
見
易

い
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

レ
ー
ザ
ー
彫
刻
は
、
従
来
の
彫
刻
機

で
は
で
き
な
か
っ
た
細
密
な
加
工
が
可

能
で
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
そ
の

ま
ま
の
イ
メ
ー
ジ
で
素
材
に
レ
ー
ザ
ー

彫
刻
出
来
ま
す
。
ま
た
、
光
に
よ
る
非

接
触
加
工
な
の
で
素
材
そ
の
も
の
に
付

加
を
か
け
る
こ
と
な
く
彫
刻
を
施
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

泉
州
支
店
で
は
、
今
後
も
地
元
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
に
も
協
力
願
い
、
木
の

温
も
り
が
あ
り
皆
様
か
ら
喜
ん
で
も
ら

え
る
商
品
作
り
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

河
内
長
野
市
立
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

と
南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

合
同
イ
ベ
ン
ト
「
樹
か
ら
木
材
へ
〜
お

お
さ
か
河
内
材
が
で
き
る
ま
で
〜
」
を

9
月
13
日（
日
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
お
お
さ
か
河
内
材
」
が

ど
の
よ
う
に
育
ち
、
ど
の
よ
う
に
建
築

材
料
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
大
橋

慶
三
郎
氏
所
有
山
林
で
の
伐
採
見
学
、

次
に「
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
か
わ
ち
な
が
の
」

で
の
製
材
見
学
に
よ
っ
て
、
人
と
木
と

の
関
係
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
に
企
画
し
た
も
の
で
、
定
員
を
超
え

る
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち

に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
両
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

11
月
１
日（
日
）に
開
催
す
る
「
森
と
遊

ぼ
う
-親
子
Ｄ
Ｅ
間
伐
」を
は
じ
め「
木

工
品
の
展
示
即
売
」・「
木
工
作
家
に
よ

る
企
画
展
」・「
杉
玉
作
り
イ
ベ
ン
ト
」

な
ど
、「
木
」
や
「
森
林
」
を
直
接
見
て
、

触
っ
て
、
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
お
り
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図

り
、
木
や
森
林
を
身
近
な
も
の
と
し
て

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
林
業
振
興

や
お
お
さ
か
河
内
材
の
利
用
促
進
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
季
節
の
山
菜
な
ど
の
山
の
幸
や
木
酢

液
な
ど
の
炭
製
品
等
、
組
合
員
の
皆
様

の
持
ち
込
み
に
よ
る
林
産
物
の
販
売
も

承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

チェンソー
無料点検のご案内機械化林産はじめます

綺麗で見易いと好評 二つの林業総合センター
合同イベント開催

支店のトピックニュース

三島支店 豊能支店

南河内支店泉州支店

Topics

■イベント
能勢環境・農業フォーラム（雨天決行）

■開催日時
平成21年11月23日（祝）
AM9:30〜PM12：30

■受付時間
AM9：30〜AM11：30（即日お返しします）

■場所
浄るりシアター前広場　森林組合ブース

西福寺の大型看板
イベントでの一コマ

三島での林産現場
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木
の
あ
る
暮
ら
し
を
提
案
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

平
成
21
年
11
月
25
日（
水
）
〜
29
日

（
日
）の
期
間
、「
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
」（
大

阪
市
浪
速
区
難
波
中
2
）
に
て
、
河
内

長
野
市
・
河
内
長
野
市
文
化
振
興
財
団
・

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
・
南
海
都
市

創
造
株
式
会
社
と
大
阪
府
森
林
組
合
の

共
催
で
森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発
と
木

材
の
利
用
拡
大
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
森
と
人
と
の
共
生
「
エ

コ
な
生
活
は
木
の
あ
る
暮
ら
し
か
ら
」。

都
会
の
ど
真
ん
中
、
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス

の
メ
イ
ン
通
り
と
な
る
キ
ャ
ニ
オ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
に
、
お
お
さ
か
河
内
材
に
よ

る
コ
テ
ー
ジ
と
デ
ッ
キ
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
の

こ
ぎ
り
音
楽
の
サ
キ
タ
ハ
ヂ
メ
さ
ん
の

演
奏
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
。
ま
た
、
パ
ー
ク
ス
建
物
内
6
階

で
の
木
工
品
の
販
売
や
7
階
で
の
竹
箸

作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
さ
ら

に
は
8
階
屋
上
の
円
形
劇
場
に
て
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
よ
る
実
演
シ
ョ
ー
を
開
催
す

る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

木
製
家
具
や
薪
ス
ト
ー
ブ
の
展
示
、

カ
ン
ナ
削
り
体
験
や
木
工
品
作
り
な

ど
、
木
に
囲
ま
れ
た
楽
し
い
暮
ら
し
を

提
案
し
、
木
材
の
需
要
喚
起
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

河
内
長
野
市
産
材
で
つ
く
っ
た

2
万
膳
の
割
箸
を
提
供

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
の
一
つ
と

し
て
、
河
内
長
野
市
産
の
杉
で
つ
く
っ

た
割
箸
を
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
内
の
飲
食

店
に
て
、
2
万
膳
ご
提
供
致
し
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
か
わ
ち
な
が
の
で
発
生

し
た
木こ

わ皮
（
製
材
後
出
る
端
材
）
を
再

利
用
し
て
割
箸
を
製
作
致
し
ま
す
。

　

美
味
し
い
食
事
を
味
わ
い
な
が
ら
、

香
り
・
肌
触
り
・
色
合
い
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

組
合
の
取
り
組
み
を
広
く 

P
R

　

年
間
3
千
万
人
近
く
の
利
用
者
数
を

誇
る
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
。
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
都
市
住
民
に
組
合
の
取
り
組

み
を
P
R
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

大
阪
の
森
林
及
び
木
材
の
魅
力
、
さ
ら

に
は
組
合
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
、
こ

の
機
会
に
広
く
P
R
し
、
組
合
の
知

名
度
を
高
め
、
地
域
の
林
業
振
興
に
寄

与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是
非
、

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

イベント概要（予定）
■会　期／平成 21 年 11 月 25 日〜 29 日
■会　場／なんばパークス
■出演者／�ケイジ（チェンソー・カービング世界

チャンピオン）、サキタハヂメ、化楽
（音楽）、Make Us One（ゴスペル）、

グリえもん（紙芝居）など。
●�会期中は、なんばパークス飲食店にて、おおさ

か河内材で製作した割箸をご提供致します。

松
原
市
で
「
長
期
優
良
住
宅
」

第
１
棟
目
を
着
工

　

前
号
で
も
お
伝
え
し
て
お
り
ま
し
た

と
お
り
、
建
築
事
業
部
で
は
大
阪
府
内

産
材
を
使
っ
た
長
期
優
良
住
宅
の
販
売

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
度
９
月
に
、
松
原
市
に
お

い
て
第
１
棟
目
Ｎ
様
邸
が
着
工
致
し
ま

し
た
。
11
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）

に
は
構
造
見
学
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
他
社
の
住
宅
と
は
違
う
迫
力
の
あ

る
構
造
体
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気
軽
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
土
交
通
省

「
長
期
優
良
住
宅
先
導
的
モ
デ
ル
事
業

（
２
０
０
万
円
助
成
）」
に
組
合
オ
リ
ジ

ナ
ル
モ
デ
ル
住
宅
を
応
募

　

国
土
交
通
省
で
は
昨
年
よ
り
「
長
期

優
良
住
宅
先
導
的
モ
デ
ル
事
業
」
を
実

施
し
、
長
期
優
良
住
宅
の
基
準
を
充
た

し
、
さ
ら
に
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
を
盛

り
込
ん
だ
具
体
的
提
案
を
募
集
し
て
い

ま
し
た
。
建
築
事
業
部
で
も
当
事
業
に

応
募
す
る
た
め
今
年
１
月
か
ら
、
設
計

事
務
所
「
な
ち
ゅ
ら
る
・
さ
ー
か
す
」

と
協
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
作
成
か
ら
、
製

造
工
程
の
改
善
、
在
庫
情
報
の
公
開
方

法
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し

を
図
り
、
森
林
育
成
か
ら
建
築
ま
で
の

一
貫
し
た
取
り
組
み
を
申
請
し
ま
し

た
。
通
常
の
長
期
優
良
住
宅
の
税
制
優

遇
に
加
え
、
申
請
が
採
択
さ
れ
れ
ば

２
０
０
万
円
の
助
成
が
出
る
な
ど
、
施

主
様
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随

時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
報
告
致
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
長
期
優
良
住
宅
」
の

相
互
宣
伝
協
力
の
お
願
い

　

当
組
合
の
「
長
期
優
良
住
宅
」
の
宣

伝
に
ご
協
力
下
さ
い
。
企
業
様
・
店
舗

様
に
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
、
ま
た

は
社
員
様
・
顧
客
様
へ
の
配
布
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
そ
の
御
礼
と
し
て
企
業

様
・
店
舗
様
の
広
告
チ
ラ
シ
を
「
大
阪

し
ん
り
ん
く
み
あ
い
通
信
」
に
同
封
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
企
業
様
・
店
舗
様
は
建
築
事
業
部

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
建
築
事

業
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 

な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
に
て
イ
ベ
ン
ト
開
催 

■

エ
コ
な
生
活
は

木
の
あ
る
暮
ら
し
か
ら

イベント開催
のお知らせ

「
長
期
優
良
住
宅
」の
第
１
棟
目
を
着
工

構
造
見
学
会
11
月
14
日（
土
）・15
日（
日
）

http://w
w

w
.sinrin.org

8
0
1
2
0（
6
3
0
）8
5
4

お　問
合わせ

建
築
事
業
部 

最
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チェンソー・カービングの様子

なんばパークス　キャニオンストリート

エコな生活は木のある暮らしから

組合員様限定 建築工事費特別割引を実施「住設建材まつり」　in インテックス大阪

工事価格の５％割引致します。

　組合員様向けのサービスの一環としまして、建築工事費特別
割引を実施致します。新築・リフォームをお考えの組合員様は
是非、お問合わせください。

○対象：組合員様
○割引：建築工事価格の５％を割引

　恒例となりました「住設建材まつり」が、今年もインテックス大阪
で開催。今回のテーマは「スイッチ・エコ」。「耐震」「快適」「リフォー
ム」「環境」「安全・安心」をキーワードに主要メーカーの最新機器が
一堂に集まります。どうぞ実機にふれて、新商品をご体感ください。

○日時：�平成 21 年 11月7日（土）	 10:00 〜 17:00 
平成 21 年 11月8日（日）	 9:00 〜 16:00

○会場：�インテックス大阪４号館

※建築事業部まで事前にお申込ください。

■お問合わせ
南河内支店  0721（63）0850
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空
高
く
、
空
気
の
澄
ん
だ
心
地
い
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
観
光
セ
ン
タ
ー
で
は
、
恒
例
、

8
月
の
夏
祭
り
に
続
き
、
初
め
て
の
9

月
の
連
休
に
は
、「
森
の
シ
ル
バ
ー
ウ

ィ
ー
ク
祭
」
を
開
催
、
抽
選
会
や
敬
老

の
日
特
典
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ

り
遠
方
か
ら
も
多
数
の
お
客
様
に
ご
来

園
頂
き
、
大
変
な
賑
わ
い
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
秋
本
番
、「
槻
の

郷
荘
」
で
は
平
日
11
時
か
ら
15
時
ま
で

限
定
20
食
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
「
里
山

ラ
ン
チ
（
２
５
０
０
円
）」
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

　

小
鍋
は
、
槻
の
郷
荘
の
名
物
鍋
料
理

「
亀
岡
地
鶏
の
す
き
焼
き
」、「
亀
岡
和

牛
の
す
き
焼
き
」、「
樫
田
鍋
」
の
三
種

類
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
の
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

里
山
炭
火
焼
レ
ス
ト
ラ
ン
「
さ
さ
ゆ

り
の
里
」
で
は
、
天
然
イ
ノ
シ
シ
肉
を

炭
火
で
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
「
山

く
じ
ら
B
B
Q
（
9
8
0
円
〜
）」
が

大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

秋
が
深
ま
る
11
月
中
旬
に
は
「
ぼ
た

ん
鍋
」
も
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
観
光
セ

ン
タ
ー
で
季
節
の
料
理
を
ご
賞
味
下
さ

い
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
ド
ラ
イ
ブ

が
て
ら
是
非
一
度
森
林
観
光
セ
ン
タ
ー

へ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。
ご
予
約
の
お

客
様
に
は
JR
高
槻
駅
か
ら
の
送
迎
バ
ス

も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●　
　

●　
　

●

営
業
内
容
・
料
金
等
の

変
更
に
つ
い
て
の
ご
報
告

　

永
年
皆
様
に
ご
愛
顧
賜
り
ま
し
た
樫

田
温
泉
は
、
24
年
間
使
用
し
て
き
ま
し

た
源
泉
井
戸
の
老
朽
化
、
泉
質
の
変
化

に
よ
り
、
温
泉
法
の
規
定
に
満
た
な
い

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

よ
り
良
い
泉
質
を
持
っ
た
源
泉
の
確

保
の
た
め
、
新
た
な
泉
源
の
掘
削
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

来
春
の
新
し
い
泉
源
に
よ
る
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
施
設
の

再
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ご
来
園

の
お
客
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
新
し
い
源
泉
に
よ
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
間
、

地
下
水
を
使
用
し
た
「
樫
田
浴
場
」
と

し
て
営
業
し
て
お
り
ま
す
の
で
変
わ
ら

ぬ
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
利
用
料
金
は
左
記
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
大　

人
…�

６
０
０
円

■
小
学
生
…�
４
０
０
円

■
幼　

児
…
２
０
０
円

　

組
合
で
は
木
材
利
用
の
普
及
・
啓
発

を
図
る
た
め
に
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に

木
製
品
の
展
示
や
設
置
を
推
進
し
、
少

し
で
も
府
内
産
木
材
の
都
市
部
利
用
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
も
い
く
つ
か
の
設
置
実
績

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
阪
神
高
速
神
戸
線　

中
島
Ｐ
Ａ
〉

　

今
ま
で
、
お
付
き
合
い
の
接
点
が
無

か
っ
た
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
よ
り

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
阪
神
高

速
道
路
5
号
湾
岸
線
、
中
島
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
（
以
下
「
中
島
Ｐ
Ａ
」）
に

同
社
の
環
境
部
門
の
取
り
組
み
を
記
載

し
た
パ
ネ
ル
を
立
て
か
け
る
木
製
架
台

の
製
作
依
頼
が
入
り
ま
し
た
。

　

当
初
イ
ー
ゼ
ル
の
よ
う
な
も
の
を
希

望
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
組
合
で
は
、

も
っ
と
無
垢
材
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を

表
現
す
る
た
め
に
ス
ギ
丸
太
を
一
面
挽

き
し
、
面
を
出
し
た
と
こ
ろ
に
ダ
ボ
を

打
っ
て
パ
ネ
ル
が
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

1
基
の
重
量
が
重
く
、
納
品
当
日
は

ユ
ニ
ッ
ク
車
を
利
用
す
る
な
ど
、
か
な

り
大
事
に
な
り
ま
し
た
が
、仮
設
置
後
、

同
社
の
パ
ネ
ル
を
置
い
た
と
こ
ろ
ジ
ャ

ス
ト
フ
ィ
ッ
ト
。
ご
担
当
者
様
も
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

〈
大
阪
水
上
バ
ス　

八
軒
家
浜
船
着
場
〉

　

現
在
、
整
備
が
進
む
大
川
沿
い
の
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
も
あ

る「
八
軒
家
浜
」。そ
の
名
前
の
由
来
は
、

江
戸
時
代
に
八
軒
の
船
宿
が
あ
っ
た
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
由
緒
あ
る
八
軒
家
浜
に
大
阪
府

内
産
木
材
で
場
所
を
示
す
銘
板
（
サ
イ

ン
）
を
製
作
・
設
置
し
ま
し
た
。
今
ま

で
は
ス
チ
ー
ル
製
の
サ
イ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
木
製
の
サ
イ
ン
は

質
感
や
存
在
感
に
お
い
て
、
既
存
の
サ

イ
ン
を
凌
駕
し
て
い
る
も
の
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

〈
中
之
島　

大
阪
国
際
会
議
場
〉

　

八
軒
屋
浜
よ
り
続
く
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

の
終
点
が
中
之
島（
大
阪
国
際
会
議
場
）

付
近
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
は
京
阪
電
車
が
中
之
島
ま
で
延

森
林
観
光
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

高槻市大字田能小字的谷2番地

JR高槻

名神
高速

府
道
枚
方
亀
岡
線

国道
171
号線

●高槻森林観光センター

■交通のご案内
【公共交通機関でのご来場】
JR高槻駅北口より高槻市営バス2番乗場
系統番号60〜63番
｢樫田方面｣行き乗車森林センター前下車すぐ

【お車でのご来場】
国道171号線｢今城町｣交差点を北へ（府道6号枚方亀
岡線）約30分

お値打ちな「里山ランチ」

お
問
い
合
わ
せ

０
７
２（
６
８
８
）９
４
０
０

伸
し
、
そ
の
駅
舎
の
地
上
部
が
木
製
で

仕
上
ら
れ
る
な
ど
、
統
一
さ
れ
た
町
並

み
づ
く
り
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
地
区
で

も
あ
り
ま
す
。

　

9
月
18
日
、
水
都
大
阪
2
0
0
9

の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
橋
下
知

事
も
出
席
の
も
と
、
こ
の
場
所
を
舞
台

に
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
整
備

済
み
の
修
景
に
マ
ッ
チ
す
る
も
の
を
設

置
す
べ
く
、
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ベ
ン
チ

5
基
を
出
展
い
た
し
ま
し
た
。

　

座
面
の
Ｒ
加
工
が
着
座
の
心
地
よ
さ

を
演
出
す
る
、
組
合
自
慢
の
ベ
ン
チ
で

す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
も
修
景
の
み
な

ら
ず
、
こ
の
場
所
を
訪
れ
る
人
々
の
憩

い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
後
、
都
市
部
で
の
注

目
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
場
所
に
は
、

木
製
品
の
展
示
を
進
め
、
少
し
で
も
都

市
部
で
の
木
材
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

大
阪
市
内
に

大
阪
府
産
材
製
品
を
積
極
的
に
設
置

中島PAの存在感あるパネル台

八軒家浜船着場のサイン

中之島の大川沿いに設置されたベンチ
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　指定管理者として運営している能
勢町にある大阪府立総合青少年野外
活動センターの原田泰治さんを紹介
します。
　原田さんは、前職がコンピュー
ターのプログラミングをするシステ
ムエンジニアという異色の経歴を持
つ組合で貴重な存在です。
　平成15年度の「緑の担い手研修
生」として、1年間南河内方面での
研修に、北摂からの長い道のりを真
面目に通勤し、日々林業を学んでい
ました。その後豊能支店に配属とな
り幅広い業務に従事されました。
　大阪府立総合青少年野外活動セン
ターの指定管理者の応募時には、そ
の技量を駆使、提案書作成の中心的
役割を果たし、見事指定管理者に選
定されました。

今回は、原田泰治さんを紹介します。

原田泰治さん

組／合／職／員／紹／介日 々 活 躍

　前号のくみあい通信でお知らせし 6月 9日に開催
しました安全作業講習会には日頃より森林作業を
行っている方々が多数参加されました。
　「下刈作業時の危険予知と緊急時の対応」という
テーマのもと、林業・木材製造業労働災害防止協会
の講師から専門的な指導を仰ぐなど、有意義な講習
会でした。
　秋からの本格的な森林作業の時期に入るにあた
り、安全な作業と技術力の向上という 2つの目的の
もと右記の内容にて第 2回目の講習会を開催いたし
ますので、是非この機会にご参加いただきますよう
ご案内いたします。
　なお、講習会の参加には準備の都合上、事前に申
し込みをお願いします。
　森林組合にとって林業技術の向上と林業における

林業技術・安全作業講習会のお知らせ

　木材共販所の原木価格は、ヒノキ役物優良材の価格が
下がっているため昨年同時期より１〜2割の落ち込みと
なっています。ただ、梅雨明けが大幅に遅れた今夏は、
隣接県でも出材が少なく推移したため、ヒノキ1等材に
ついて、若干の値上がりが見られ、また、9月25日に開
催しました「秋季特別市」におきまして、末口38cm長
さ6mのヒノキが13万円/㎥で落札されるなど、希少材に
ついては高値で取引されたおかげで、今年6月から8月
までの平均単価19,740円が、秋季特別市では23,068円と、
やや活況を取り戻しました。
　共販所におきましては、新規の買い方にも来場いただ
くよう集客に努め、材価下落の歯止めとなるよう努力し
てまいりますので、皆様からのご支援とご協力をお願い
いたします。

木 材 市 況
　指定管理業務開始後は、総務担当
として対外的業務や事務処理業務を
主に担当してきました。また、兼務
する受付や利用対応業務では、優し
い顔立ちでソフトな応対・指導は子
供から大人まで人気が高く、子供の
夢と未来を育む当施設にとって欠か
すことのできない人材です。

樹　種 取扱量（㎥） 平均単価（円）
ス　ギ 211.2 12,152
ヒノキ 870.9 21,321
広葉樹 13.1 61,188

■平成21年6月〜平成21年9月期販売実績と平均単価

■講習内容
　●技術研修（選木・間伐方法等）
　●安全講習（かかり木処理等）
■日時
　平成21年11月9日（月）
　PM１：30〜4：00
■集合場所
　木材共販所
　（千早赤阪村大字中津原545-1）
　※研修は近隣の森林で行います
■服装
　山に入り作業のできる服装
　地下足袋など滑らない履物
■申込先
　大阪府森林組合南河内支店　
　TEL. 0721（63）0850

　現在、大阪府森林組合は 7,100 名を超える森林所有者の皆様
に加入いただき組合活動を行っております。相続等による名義
変更や住所変更などがあった場合は、変更届書を森林組合宛て
提出をお願いしております。届出用紙は最寄の支店に備えてお

りますのでお問合せください。
　なお、今回お送りしたご住所・お名前が組合員名簿に記載さ
れている情報となっておりますのでご確認の程よろしくお願い
します。

組合員の皆様へお願い

労働災害の防止は非常に重要な事項であり、今後も
研修会や講習会を開催して参ります。

6 月の講習風景

I N F O R M A T I O N

2009 丸大の冬ギフト


